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報道発表資料 

2017 年 3 月 31 日 

熊本県阿蘇郡小国町 

インフォテリア株式会社 

熊本県阿蘇郡小国町とインフォテリアによる地域再生計画 

「小国杉をもっとずっと使って計画」が企業版ふるさと納税対象事業に認定 

～ インフォテリアは秋田県仙北市との事業に続き 2 例目の認定事業！ ～ 

熊本県阿蘇郡小国町（町長：北里耕亮、以下小国町）とインフォテリア株式会社（本社：東京

都品川区、代表取締役社長：平野 洋一郎、証券コード：3853、以下 インフォテリア）は、小国町

とインフォテリアによる地域再生計画が「地方創生応援税制（以下、企業版ふるさと納税）」の対

象事業として内閣府より認定されたことを発表します。 

小国町では、インフォテリアから提供される年間 100 万円を事業資金とした事業計画「小国杉

をもっとずっと使って計画」を「企業版ふるさと納税」の対象事業として申請を行っていました

が、2017 年 3 月 28 日付で内閣府より正式に対象事業として認定されました。なお、インフォテ

リアとしては、秋田県仙北市との事業に続く 2 例目の企業版ふるさと納税対象事業となります。 

インフォテリアは主力製品である ASTERIA 導入企業 5000 社突破を記念して、2015 年 7 月よ

り持続的な社会・自然環境の構築に貢献する活動「Infoteria Green Activity」を開始しました。

その第一弾として小国町と森林保全活動における提携を行い、その一環として小国杉の保全や緑

を中心としたエコシステムの持続支援を目的とした「インフォテリアの森」プロジェクトの実施

や、企業としては全国で第 9 番目の「ウッドスタート宣言」を行い、小国杉を使ったおもちゃや

ノベルティ制作にいち早く取り組んでまいりました。また、インフォテリアが 2016 年 10 月に東

京本社に開設した「IoT Future Lab.」では小国町産の小国杉をふんだんに使っており、東京にい

ながら小国杉の香りとぬくもりに触れられるこの空間には多くのイベントを通じてたくさんの

人々が訪れています。 

小国町とインフォテリアは今回の事業認定を機に、小国杉を広く知っていただく各種活動に、

より一層尽力してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左 ：5000 本の小国杉から成る「インフォテリアの森」 

右上：インフォテリア本社に開設された小国杉香る「IoT Future Lab.」 

右下：小国杉を使用したノベルティ製品 

＜内閣府地方創生推進事務局 発表資料＞ 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/tiikisaisei/pdf/h290328press.pdf 
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■ 熊本県阿蘇郡小国町長 北里耕亮のコメント 

 インフォテリア様のご支援により、熊本県内で初めて企業版ふるさと納税

の取組を始められることを大変嬉しく思っております。今回認定されました

地域再生計画では、永続的な森林経営を目標としており、環境モデル都市と

して低炭素社会を目指す小国町と、「Infoteria Green Activity」を展開する

インフォテリア様とが共に取組むにふさわしい計画となっております。今後

更にインフォテリア様と共に、小国の森を守る活動を進めてまいります。 

 

■ インフォテリア 代表取締役社長 平野洋一郎のコメント 

 当社が小国町と取り組んで来た小国杉の保全と活用推進の活動が「企業版ふ

るさと納税」に認定されたことを大変喜ばしく感じています。今回の認定によ

って、地方自治体と首都圏の企業が手をとりあって地方の産業を盛り上げてい

くことが、新たな形の「地方創生」モデルとして他の地方や企業に広がること

を期待しています。 

 

■「 Infoteria Green Activity」の概要 

現在の地球上では、地球温暖化、大気・水質汚染、自然破壊、森林の荒廃など、自然環境にお

けるエコシステムの崩壊により地球環境の継続性が危ぶまれています。2015 年度に策定した

「Infoteria Green Activity」では、こうした問題に対処する活動を社会動向も踏まえた中で選択

し、中長期的な視点で展開していくものです。 

インフォテリアは、ビジネスの現場でのパートナーシップとなる「エコシステム」を作り上げ

るだけではなく、自然環境における「共存協栄」を実現する「エコシステム」の整備にも注力

し、持続可能な社会の構築に貢献していきたいと考えています。この活動を通じて「地球環境・

自然」と「人間社会・産業」との間の「エコシステム」の構築に向けた様々な施策を中長期的な

視点で展開し、サステナブルな社会の実現を目指してまいります。 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------- ----------------------------------------- 

■「熊本県阿蘇郡小国町」について（Webサイト http://www.aso-oguni.com） 

 九州のほぼ中央、熊本県の最北端、阿蘇外輪山の外側にあり筑後川の上流に位置

しています。東西北部を大分県、南部を南小国町と隣接し、東西 18㎞・南北 11㎞

総面積 136.72㎢で総面積の 74％を山林が占める農山村地域です。自然は九州山脈の

屋根に位置しているため変化がはげしく、夏は涼しく冬は厳しい高冷地帯（平均気

温 13℃）であり、雨も多く年間降雨量は 2,300mm、多雨多湿で森林の成育に適して

います。 
 

■ インフォテリア株式会社（ Webサイト https://www.infoteria.com/ ） 

 1998 年に国内初の XML 専業ソフトウェア会社として設立されたインフォテリア株式会社は、

企業内の多種多様なコンピューターやデバイスの間を接続するソフトウェアやサービスを開発・

販売しています。主力製品の「ASTERIA」は、異なるコンピューターシステムのデータをプログ

ラミングなしで連携できるソフトウェアで、大企業、中堅企業を中心に 5,928 社（2016 年 12 月

末現在）の企業に導入されています。また、「Handbook」は、営業資料や商品カタログ、会議資

料などあらゆる電子ファイルをスマートフォンやタブレットで持ち運べるサービスのスタンダー

ドとして、1,170 件（2016 年 12 月末現在）の企業や公共機関で採用されています。 

 

＜プレスリリース 掲載 URL＞ 

https://www.infoteria.com/jp/news/press/2017/03/31_01.php  

 

【プレスリリースに関するお問い合わせ先（報道機関窓口）】 

インフォテリア株式会社 広報・IR 室：長沼史宏 

TEL:03-5718-1297 ／ FAX:03-5718-1261 ／ E-mail: press@infoteria.com 
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